
〃
セ
イ
タ
イ
タ
ン
オ
レ

ン
ジ

有
限
会
社
精
興
園
広
島
県
府
中
市
鵜

飼
町
5
3
1番
地
８

第
2
1
3
7
0号

平
成
2
1年

1
1月
４
日

〃
セ
イ
サ
ー
シ
ャ

〃
第
2
1
3
7
4号

平
成
2
1年

1
1月
４
日

Im
p
a
tie

n
s
L
.

B
A
L
F
A
F
P
IN

S
A

R
株
式
会
社
テ
ィ
・
エ
ム
・
ボ
ー
ル
研
究

所
千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
墨
1
5
3
8

番
地
６

第
2
0
2
8
7号

平
成
2
1年

1
1月

2
0日

M
a
tth

io
la

in
c
a
n
a

(L
.)
R
.
B
r.

八
幡

や
わ
たチ
ェ
リ
ー

坊
田
繁
千
葉
県
南
房
総
市
白
浜
町
滝

口
5
1
9
8番
地

第
1
8
3
0
6号

平
成
2
1年

1
1月
４
日

〃
ボ
ー
ダ
ア
プ
リ

〃
第
1
8
3
1
0号

平
成
2
1年

1
1月
４
日

P
e
tu
n
ia

J
u
ss.

ス
タ
ー
ニ
ア
ピ
ン

ク
大
分
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

大
分
県
大
分
市
大
字
鶴
崎
2
2
0
0

第
2
0
3
4
8号

平
成
2
1年
８
月
2
5日

P
e
la
rg
o
n
iu
m

L
ÐH

e
r.
e
x
A
it.

シ
ル
フ
ラ
ウ
ケ

イ
ン
プ

ウ
ォ
ル
ガ
ン
グ
ヘ
ル
マ
ン
ジ
ュ
リ

ア
ス
シ
ル
ゼ
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ウ
ェ
ー
ナ
ー
`
ハ
ル
テ

Ｄ
`

2
6
8
2
6
ハ
ル
テ

3
6

第
1
7
7
6
5号

平
成
2
1年
９
月
1
0日

P
e
la
rg
o
n
iu
m

g
ra
n
d
iflo

ru
m

(A
n
d
re
w
s)
W

illd
.

P
E
L
D
A
R

株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

奈
良
県
葛
城
市
竹
内
4
2
2

第
2
1
7
0
7号

平
成
2
1年

1
2月
３
日

S
o
le
n
o
ste

m
o
n

T
h
o
n
n
.

グ
レ
コ
ム
グ
リ
ー

ン
グ
ラ
ッ
シ
ャ
ー

T
e
rra

N
o
v
a

N
u
rse

rie
s

In
c
.

1
0
0
5
1
S

M
a
c
k
sb
u
rg

R
d
,
C
a
n
b
y
,

O
re
g
o
n
9
7
0
1
3
,
U
.S
.A

.

第
2
1
0
2
5号

平
成
2
1年

1
1月

2
4日

平成™™年œ月š˜日 月曜日 (号外第˜˜š号)官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
八
号

計
量
法
施
行
令
及
び
計
量
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
三
十
四
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
平
成
六
年
通
商
産
業
省
告
示
第
百
三
十
五
号
（
計
量
法
施
行
規
則
第
百
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産

業
大
臣
が
別
に
定
め
る
特
定
計
量
器
の
分
類
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。平

成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

表
中
「
ベ
ッ
ク
マ
ン
温
度
計
」
を
削
り
、「
熱
量
計
」
を
「
積
算
熱
量
計
」
に
改
め
、「
ボ
ン
ベ
型
熱
量
計
」
及
び
「
ユ

ン
ケ
ル
ス
式
流
水
型
熱
量
計
」
を
削
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三

年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

別
表
の
指
定
番
号
十
五
の
項
確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
欄
中

「
イ

町
田
支
社

東
京
都
町
田
市
中
町
一
丁
目
三
番
二
号

ロ

八
重
洲
支
社

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
六
番
二
号
」
を

「
イ

本
社

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
十
三
番
九
号

ロ

町
田
支
社

東
京
都
町
田
市
中
町
一
丁
目
三
番
二
号

ハ

八
重
洲
支
社

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
六
番
二
号
」
に
改
め
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
六
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
三

年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

別
表
の
指
定
番
号
四
の
項
住
所
の
欄
中
「
神
奈
川
県
相
模
原
市
相
模
大
野
七
丁
目
八
番
十
号
」
を
「
神
奈
川
県
相
模

原
市
南
区
相
模
大
野
七
丁
目
八
番
十
号
」
に
、
確
認
検
査
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
欄
中

「
イ

相
模
原
本
店

神
奈
川
県
相
模
原
市
相
模
大
野
七
丁
目
八
番
十
号

ロ

川
崎
支
店

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
町
九
百
十
五
番
地

ハ

横
浜
支
店

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
尾
上
町
四
丁
目
五
十
七
番
地
」
を

「
イ

相
模
原
本
店

神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
相
模
大
野
七
丁
目
八
番
十
号

ロ

川
崎
支
店

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
丸
子
町
九
百
十
五
番
地

ハ

横
浜
支
店

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
尾
上
町
四
丁
目
五
十
七
番
地

」
に
改
め
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
七
号

次
の
よ
う
に
都
市
公
園
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
の

二
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

名
称

国
営
明
石
海
峡
公
園

位
置

兵
庫
県
淡
路
市
南
鵜
崎

区
域

別
紙
図
面
の
と
お
り
（
略
）

（
近
畿
地
方
整
備
局
に
閲
覧
所
を
設
け
、平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
。）

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

一

施
行
者
の
名
称

滋
賀
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
五
十
七
年
建
設
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号
木
之
本
高
月
都
市
計
画
、
浅

井
湖
北
都
市
計
画
、
山
東
伊
吹
都
市
計
画
、
彦
根
長
浜
都
市
計
画
、
豊
郷
甲
良
都
市
計
画
及
び
湖
東
都
市
計
画
下
水

道
事
業
琵
琶
湖
流
域
下
水
道
（
東
北
部
処
理
区
）

三

事
業
施
行
期
間

自
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
三
日
至
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

昭
和
五
十
七
年
建
設
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号
、
平
成
元
年
建
設
省
告
示
第
五
百
二
十
七
号
、
平
成

二
年
建
設
省
告
示
第
千
五
百
八
十
号
、
平
成
五
年
建
設
省
告
示
第
千
百
二
十
九
号
、
平
成
七
年
建
設
省
告
示
第
千

十
六
号
、
平
成
八
年
建
設
省
告
示
第
三
百
二
十
八
号
、
平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
九
十
九
号
、
平
成
十
二

年
建
設
省
告
示
第
五
百
四
号
及
び
平
成
十
六
年
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
二
号
の
事
業
地
に
長
浜
市
川
道

町
字
早
上
り
を
加
え
る
。

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
八
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
百
二
十
九
号

北
海
道
岩
内
郡
共
和
町
宮
丘
一
九
三
二
番
一
か
ら
同
町
梨
野
舞
納

一
〇
一
九
番
ま
で

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
小
樽

開
発
建
設
部

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

˜�
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